
新しい
いしかわGAPが

スタートします！

主な変更内容

国が策定した国際水準
GAPガイドラインに

準拠した
制度になります

取組項目に新たに
人権保護、

農場経営管理の項目
が追加されます

１ ２

「GAP」とは？
直訳すると、「良い農業の実践」となります

［取組例］

良い（Good）農業の（Agricultural）実践（Practice）

農場管理のルールを明確化し、改善することで、
より良い農業の実現を目指します。

また、農業生産活動に潜む様々なリスクの発現
を未然に防止することにつながります。
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その他、詳細な制度内容は裏面をご覧ください

New Good Agricultural Practice



認証制度について
認証基準は全部で約80項目あります

認証までの流れ

メリット

▶ ▶

申請窓口

石川県GAP推進協議会 事務局
●石川県農林水産部生産振興課　〒920-8580 金沢市鞍月1丁目1番地　TEL 076-225-1622
●JAグループ石川営農戦略室   〒920-0383 金沢市古府1丁目220番地　TEL 076-240-5051

①対象者 

石川県内の
生産者、法人、
生産者部会 

　取組マニュアルや様式集（Excel）は県生産振興課HPにて掲載中
　（https://www.pref.ishikawa.lg.jp/nousan/oshirase/gap-corner.html）

②認証基準

いしかわGAP
（認証基準２０２４）の

適合基準

③認証有効期間

３年間

④認証費用

無　料

●自己点検だけでは気づかない問題点を把
握し、改善に取り組むことで、農業経営の
レベルアップや安定化につながります。

農林総合事務所やJAの助言を得な
がら農場に応じた取組を実施します

●将来的にＪＧＡＰ等のより高度な国際水準
ＧＡＰの認証取得を目指す産地・農業者に
とっては、ファーストステップとしても有効
です。

いしかわＧＡＰの実践
（申請者）

自己点検を行った後、農林総合事
務所へ申請書類を提出します

自己点検 ・ 申請
（申請者）

県は書類や現地調査結果を審査
し、認証書を交付します

現地調査 ・ 審査
（県）

南加賀農林総合事務所

石川農林総合事務所

県央農林総合事務所

中能登農林総合事務所

奥能登農林総合事務所

小松市園町ハ108-1

白山市馬場2-113

金沢市直江南2-1

七尾市小島町ニ部33

輪島市三井町洲衛10部11-1

TEL 0761-23-1703

TEL 076-276-0371

TEL 076-239-1751

TEL 0767-52-5522

TEL 0768-26-2323

申請書

農薬空容器
プラボトル

整理整頓


